
（１） はちやま（都立一商同窓会）会報 №45 平成23年９月１日　　

都
立
一
商
同
窓
会
会
報

平成23年9月第45号

発行所
同窓会事務局

平
成
二
十
三
年
六
月
十
九
日
、
同
窓
会

総
会
に
於
て
会
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
三

十
期

大
槻

實
で
す
。
昨
年
度
は
会
員
皆

様
の
御
協
力
に
よ
り
活
動
を
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

,

御
寄
付
戴
き
ま
し
た
賛
助
金
は
三
百
九

十
万
余
と
な
り
学
校
へ
の
支
援
等
に
生
か

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。一
重
に
会
員
皆
様

の
母
校
愛
の
お
蔭
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

母
校
は
い
よ
い
よ
百
周
年
を
迎
え
る
に
当

っ
て
記
念
事
業
の
土
台
を
築
い
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
若
い
方
の

御
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
皆
様
か
ら
の
新

し
い
ア
イ
デ
ア
な
ど
御
提
案
頂
き
同
窓
会

を
発
展
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
暖
か
い
御
支
援
御
協
力
を
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、本
年
度
の
役
員
は
以
下
の
通
り
で
す
。

平
成
23
年
度
　
同
窓
会
役
員

名
誉
会
長
　
　
　
　
　
海
老
名
康
治
（
30
期
）

会
　
　
長
　
　
　
　
　
大
槻
　
　
實
（
30
期
）

総
務
委
員
長
　
　
　
◎
菊
池
　
敏
郎
（
32
期
）

総
務
副
委
員
長
　
　
○
山
本
　
　
剛
（
41
期
）

財
務
委
員
長
　
　
　
◎
坂
下
　
賢
三
（
35
期
）

財
務
副
委
員
長
　
　
◎
戸
蒔
　
廣
子
（
35
期
）

組
織
委
員
長
　
　
　
◎
白
川
　
健
二
（
35
期
）

組
織
副
委
員
長
　
　
○
鈴
木
　
　
勇
（
38
期
）

広
報
委
員
長
　
　
　
◎
山
崎
　
松
夫
（
46
期
）

広
報
副
委
員
長
　
　
○
岩
佐
　
芳
一
（
45
期
）

行
事
委
員
長
　
　
　
◎
中
林
　
雅
一
（
46
期
）

行
事
副
委
員
長
　
　
○
犬
飼
　
正
行
（
46
期
）

歴
史
資
料
委
員
長
　
◎
石
田
　
謙
司
（
37
期
）

歴
史
資
料
副
委
員
長
○
小
林
　
直
貴
（
82
期
）

名
簿
管
理
委
員
長
　
◎
機
所
慶
三
郎
（
34
期
）

名
簿
管
理
副
委
員
長
○
磯
部
　
宏
次
（
41
期
）

（
注
）
◎
副
会
長
○
常
任
理
事
兼
務

菊
池
敏
郎
事
務
局
長
兼
務

95
周
年
記
念
祭
実
行
委
員
会

会
長
以
下
正
副
委
員
長
15
名

監
　
事
　
小
林
　
三
郎
（
30
期
）

木
島
　
邦
彦
（
32
期
）

丹
羽
　
宏
己
（
42
期
）

相
談
役
　
船
津
　
忠
正
（
13
期
）

田
中
　
　
清
（
16
期
）

瀧
澤
　
國
雄
（
19
期
）

笠
原
　
昌
夫
（
20
期
）

前
田
　
誠
憲
（
20
期
）

礒
　
　
正
格
（
24
期
）

佐
久
間
　
登
（
25
期
）

寺
口
　
真
夫
（
28
期
）

高
橋
　
慎
三
（
28
期
）

こ
の
度
、
は
か
ら
ず
も
都
立
赤
羽
商
業

高
等
学
校
校
長
よ
り
、
こ
の
４
月
１
日
で

転
補
さ
れ
、
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

一
商
は
、
東
京
都
を
代
表
す
る
商
業
高

校
で
あ
り
、
な
お
か
つ
光
輝
あ
る
伝
統
と

歴
史
を
誇
る
名
門
校
で
あ
り
ま
す
。
先
代

の
鈴
木
敏
夫
校
長
先
生
の
業
績
を
踏
ま
え

て
構
築
さ
れ
た
学
校
経
営
を
い
か
に
継
承

発
展
さ
せ
る
か
、
こ
の
課
題
の
大
き
さ
に

果
た
し
て
私
ご
と
き
者
で
勤
ま
る
の
だ
ろ

う
か
と
心
配
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
着
任
早
々
大
槻
實
同
窓
会
会
長

は
じ
め
副
会
長
の
皆
様
の
ご
来
校
、
入
学

式
で
の
ご
対
応
、
一
商
同
窓
会
の
学
校
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、「
さ
す
が
」

と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
も
、
教
職

員
、
同
窓
生
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
と

共
に
、
一
致
し
て
目
指
す
「
一
商
生
の
幸

せ
の
た
め
に
何
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
」
と

の
思
い
が
、
極
め
て
高
い
水
準
を
も
っ
て

一
致
し
て
お
り
、
方
々
の
努
力
の
あ
り
よ

う
の
実
証
と
し
て
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
校
長
と
し
て
の

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
た
し
だ
い
で
す
。

皆
様
ご
承
知
の
よ
う
に
、
時
代
の
進
展

に
と
も
な
い
、
商
業
高
校
の
あ
り
方
も
大

い
に
新
し
さ
を
要
求
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
明
日
の
時
代
を
開
く
パ
イ
オ
ニ
ア
と

し
て
確
固
た
る
信
念
と
科
学
的
な
知
織
を

身
に
つ
け
、
実
行
力
に
富
み
、
社
会
性
豊

か
な
常
識
人
と
し
て
の
人
間
を
育
成
す
る

こ
と
が
使
命
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
就
業
構
造
、

産
業
構
造
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
と
も
な
う
激
変

は
、
就
職
を
は
じ
め
私
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
に
極
め
て
厳
し
い
状
況
を
設
定
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
が
創
り
あ
げ
て
き

た
一
商
で
の
教
育
の
充
実
を
も
っ
て
す
れ

ば
明
る
い
明
日
が
期
待
で
き
る
と
信
じ
て

い
ま
す
が
、
生
徒
諸
君
に
期
待
す
る
こ
と

は
、
一
商
で
の
学
校
生
活
で
か
け
が
え
の

な
い
友
人
を
得
て
、
簿
記
や
情
報
処
理
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
英
語
等
の
資
格
取
得

を
得
て
、
部
活
動
や
委
員
会
活
動
で
頑
張

っ
て
自
信
を
身
に
つ
け
、
修
学
旅
行
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
文
化
祭
で
の
思
い
出
を
創

り
、
あ
れ
を
や
っ
た
、
こ
れ
を
や
っ
た
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
語
れ
る
と
い
え
る
学
校

生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

こ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
同
窓
会
の
ご
協

力
ご
支
援
の
ほ
ど
を
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ご
　
挨
　
拶

校
長
　
戸
田

勝
昭

題字：黒田　保先生

ご
　
挨
　
拶

同
窓
会
長

大
槻

實
（
30
期
）
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司
　
　
　
会

副
会
長
　
中
林
　
雅
一（
35
期
）

開
会
挨
拶

副
会
長
　
菊
池
　
敏
郎（
32
期
）

会
長
挨
拶

会
　
長
　
大
槻
　
　
實（
30
期
）

校
長
挨
拶

校
　
長
　
戸
　
田
　
勝
　
昭

一
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

副
会
長
　
菊
池
　
敏
郎（
32
期
）

二
、
平
成
二
十
二
年
度
会
計
報
告
承
認
の
件

副
会
長
　
坂
下
　
賢
三（
35
期
）

同
　
監
査
報
告

監
　
事

礒

正

格（
24
期
）

本
誌
に
別
記
掲
載
し
た
収
支
計
算
書
、
貸
借

対
照
表
を
基
に
報
告
。「
適
正
か
つ
妥
当
に

処
理
」
と
の
監
査
報
告
が
あ
り
承
認
さ
れ
る
。

三
、
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
案
承
認
の
件

会
　
長
　
大
槻
　
　
實
（
30
期
）

四
、
平
成
二
十
三
年
度
収
支
予
算
案
承
認
の
件

副
会
長
　
坂
下
　
賢
三
（
35
期
）

本
誌
に
別
記
掲
載
し
た
収
支
予
算
案
を
基
に

審
議
し
、
承
認
さ
れ
る
。

五
、
役
員
改
選
　
　
　
会
長
及
び
監
査
役

一
、
会
報
44
、
45
号
に
つ
い
て

副
会
長
　
山
崎
　
松
夫（
46
期
）

二
、
賛
助
会
費（
平
成
二
十
二
年
度
）に
つ
い
て

副
会
長
　
白
川
　
健
二（
35
期
）

三
、
第
十
九
回
東
京
校
歌
祭
参
加
に
つ
い
て

副
会
長
　
中
林
　
雅
一（
46
期
）

四
、
九
十
五
周
年
祭
実
行
委
員
会
立
上
げ
に

つ
い
て

副
会
長
　
菊
池
　
敏
郎（
32
期
）

そ
の
他

閉
会
挨
拶

副
会
長
　
小
林
　
三
郎（
30
期
）

Ｐ
Ｍ
３
：
00

司
　
会
　
副
会
長
　
中
林
　
雅
一（
35
期
）

一
、
開
会
挨
拶

実
行
委
員
長
　
平
松
　
　
巌（
35
期
）

二
、
会
長
挨
拶

会
　
長
　
大
槻
　
　
實（
30
期
）

三
、
乾
　
　
杯常

任
理
事
　
西
村
　
　
清（
18
期
）

懇
談
＆
会
食

四
、
ダ
ン
ス
部
演
技

顧
問
先
生
　
清
水
　
里
美

五
、
来
賓
挨
拶

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
古
旗
　
春
美

定
時
制
同
窓
会
長
　
黒
澤
　
正
夫

六
、
各
グ
ル
ー
プ
の
ス
ピ
ー
チ

七
、
校
歌
斉
唱

指
揮
　
常
任
理
事
　
浜
田
　
　
清（
22
期
）

閉
会
挨
拶
　
常
任
理
事
　
山
本
　
　
剛（
41
期
）

平
成
二
十
三
年
度

都都
立立
一一
商商
同同
窓窓
会会
総総
会会
・・
同同
窓窓
生生
のの
集集
いい

日
　
時
／
平
成
二
十
三
年
六
月
十
九
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り

会
　
場
／
ア
イ
ビ
ー
ホ
ー
ル
青
学
会
館

▲会長挨拶

▲校歌斉唱

▲ダンス部演技

第
二
部

同
窓
生
の
集
い

�一商同窓会の活動は、皆様の賛助会費で運営されております。
�「都立一商同窓会」のホームページをご覧下さい。

審
議
事
項

報
告
事
項

第
一
部

総
　
　
会



災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈

り
黙
�
。
総
会
参
加
者
十
一
名
の
内
、
男

性
四
名
、
女
性
七
名
と
女
性
の
参
加
者
が

多
く
、
ま
た
戦
前
卒
業
の
方
は
二
名
で
し

た
。
関
西
鉢
山
会
で
は
総
会
の
他
に
新
年

会
も
毎
年
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
二

十
三
年
一
月
二
十
八
日
、
京
都
の「
た
ん
熊

北
店
」
で
開
催
。
参
加
者
は
奥
様
も
入
れ

て
十
二
名
。（
今
後
新
年
会
は
残
念
な
が
ら

開
催
し
な
い
こ
と
に
決
定
）
又
鉢
山
会
に

は
女
性
会
が
あ
り
、
今
年
は
久
々
に
開
催
。

四
月
十
五
日
に
神
戸
の
「
ホ
テ
ル
北
野
プ

ラ
ザ
六
甲
荘
」
で
開
か
れ
十
三
名
が
参
加
。

男
性
三
名
も
特
別
参
加
。
今
回
の
総
会
人

数
よ
り
多
い
参
加
で
し
た
。
関
西
鉢
山
会

総
会
五
十
回
を
記
念
し
て
五
十
年
の
あ
ゆ

み
を
発
行
計
画
中
。
発
行
は
今
年
の
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
の
予
定
で
主
に
直
前
の
二

十
年
あ
ま
り
を
掲
載
予
定
。
今
後
の
関
西

今
回
の
参
加
者
名
は
（
敬
称
略
）
有
沢
清
治

（
十
九
期
）
原
田
照
男
（
二
十
二
期
）
杉
本
喜

佐
子
（
三
十
二
期
）
佐
藤
俊
子
（
三
十
二
期
）

田
中
妙
子
（
三
十
四
期
）
宮
田
実
（
三
十
五
期
）

辻
村
靖
子（
三
十
五
期
）
青
木
佐
加
枝（
三
十
五

期
）
丸
山
照
夫
（
三
十
五
期
）
西
尾
み
ず
江

（
四
十
六
期
）
田
中
直
子
（
四
十
六
期
）。
関
西

地
方
に
在
住
の
方
は
左
記
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

住
所
　
奈
良
県
北
葛
城
郡
上
牧
町
桜
ヶ
丘
一
―

十
九
―
十
四
　
丸
山
照
夫
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
４
５
―
３
２
―
８
６
６
５
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
スm

arusante@
kcn.jp

鉢
山
会
に
つ
い
て
皆
さ
ん

で
協
議
し
一
定
の
方
向
が

示
さ
れ
た
こ
と
は
幹
事
と

し
て
助
か
り
ま
し
た
。

関
西
鉢
山
会
第
五
十
回
総
会
の
報
告

事
務
局

丸
山

照
夫
（
35
期
）

第
五
十
回
の
記
念
す
べ
き
総
会
を
平
成

二
十
三
年
五
月
二
十
五
日
、
大
阪
心
斎
橋
、

「
大
成
閣
」
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
関
西
鉢

山
会
は
第
一
回
を
昭
和
三
十
六
年
（
一
九

六
一
年
）
七
月
設
立
総
会
開
催
（
五
十
二

名
参
加
。
内
女
性
参
加
ゼ
ロ
）。
以
来
第
五

十
回
総
会
を
迎
え
、
感
無
量
で
す
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た

賜
物
と
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
今

回
の
参
加
者
は
十
一
名
と
十
名
を
越
え
、

幹
事
と
し
て
少
し
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

（
第
一
回
か
ら
三
十
一
回
ま
で
毎
年
五
十
名

以
上
と
大
勢
参
加
）。

昨
年
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
和
田
新
平
様

（
十
七
期
）
、
尾
後
貫
一
郎
様
（
十
六
期
）
、

石
原
寿
男
様（
二
十
三
期
）と
東
日
本
大
震

都立第一商業高校ブラスバンド部 代表・顧問より
御礼のお手紙をいただきました。

▼
「
組
織
委
員
会
」平成

23
年
７
月
25
日
（
月
）

討
議
内
容

�
今
後
年
２
回（
３
月
・
７
月
）に
定
例
会
を

開
く
。

�
そ
の
他
、
必
要
の
あ
る
時
は
、
同
窓
会
長
、

組
織
委
員
会
が
協
議
の
上
、
臨
時
委
員
会

を
開
催
す
る
。

�
来
る
10
月
２
日（
日
）午
後
二
時
よ
り
、
母

校
文
化
祭
当
日
に
未
だ
組
織
さ
れ
て
い
な

い
47
期
よ
り
88
期
ま
で
の
理
事
を
召
集

し
、
会
合
を
開
き
ま
す
。（
会
場
　
母
校
）

▼
「
行
事
委
員
会
」

東
京
校
歌
祭
が
10
月
１
日
（
土
）
日
比
谷

公
会
堂
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
母
校
は
15
番

目
・
午
後
３
時
30
分
頃
に
出
演
し
ま
す
。
多

数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

尚
、
出
演
後
、
午
後
５
時
よ
り
、
数
奇
屋
橋

ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
に
て
懇
親
会
を
開
き
ま
す
。

会
費

四
、〇
〇
〇
円
（
要
予
約
）
是
非
ご

出
席
下
さ
い
。

▼
「
歴
史
資
料
委
員
会
」

左
記
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
が
母
校
図
書
館
に

あ
り
ま
せ
ん
。
所
蔵
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
寄
贈
く

だ
さ
い
。（
コ
ピ
ー
で
も
可
）

１
期
、
２
期
、
３
期
、
５
期
、
６
期
、
７
期
、

８
期
、
11
期
、
13
期
、
14
期
、
16
期
、
17
期
、

18
期
、
19
期
、
20
期
、
21
期
、
22
期
、
23
期
、

24
期
、
25
期
、
26
期
、
38
期
、
43
期

◎
各
委
員
会
だ
よ
り

�一商同窓会の活動は、皆様の賛助会費で運営されております。
�「都立一商同窓会」のホームページをご覧下さい。

このたびは、トランペットをご寄贈いただきましてあり
がとうございました。
同窓会が会員の皆様に楽器の寄付を呼びかけてくださっ

たこと、そして会員の皆様がそれに応じてくださったこと
深く感謝いたします。
ご寄贈いただきました楽器は、大切に扱わせていただきます。
本当にありがとうございました。
今、私たちは、人数は少ないながら毎日がんばって練習

をしています。
今までに無い取り組みとして、先日行われましたスポーツ
大会では表彰式で演奏を行いました。
, また、夏休み中に行われる学校説明会では校歌演奏を
する予定です。
今回のことで、多くの方々が私たちの活動を見守り、応

援してくださっていることを改めて実感いたしました。
今後も、一生懸命練習して、少しでもよい演奏をするこ

とで恩返しをしていきたいと思っています。今後も私たち
の活動を見守り、そして、機会がありましたら、ぜひ私た
ちの演奏を聴きにいらして下さい。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

平成23年6月22日

都立第一商業高校　ブラスバンド部

（３） はちやま（都立一商同窓会）会報 №45 平成23年９月１日　　



平成23年９月１日 はちやま（都立一商同窓会）会報 №45 （４）

本同窓会の運営は基本的には毎年の卒業生から納入され
る終身会費（１人５千円）総額百万円弱を以って資金とし
活動をするものですが、この金額では同窓会としての活動
は困難との判断から、平成四年度の総会において平成五年
度よりOB・OGの皆さんに１口１万円の賛助会費（特別寄
付金）をお願いし、歴史ある母校の同窓会が名実共に会と
しての運営が出来るような財源確保の制度を導入する事を
決め現在に至っております。

制度発足以来毎年高齢同窓会員の方々を中心に同窓生皆
さんの絶大なご援助を頂き、お陰様で本年は350万円の目
標に向かって母校に相応しい同窓会にいたしたく進みつつ
あります。
云う迄もなくこの大切な資金を無駄なく有効に使用すべ

く役員一同努力致す所存です。
今後とも、同窓会員の皆様の絶大なるご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。

賛助会費23年度中間報告賛助会費23年度中間報告

【第9期】
近　藤　興　造　１万
【第10期】
宮　澤　和　夫　１万
【第11期】
島　田　照三郎　１万
【第13期】
鈴　木　美　雄　１万
山　本　貞　治　１万
船　津　忠　正　２万
【第15期】
宮　沢　治　平　１万
岡　澤　一　郎　１万
関　口　義太郎　１万
大　槻　公　雄　１万
【第16期】
小　関　常　雄　１万
茂登山　長市郎　１万
松　井　　　清　１万
内　貴　直　次　１万
大　西　　　茂　１万
梶　田　善次郎　１万
【第18期】
横　田　平太郎　１万
稲　子　和　夫　１万
相　田　雪　雄　１万
森　本　幸　雄　１万
【第19期】
栗　田　奏　二　１万
吉　田　　　謙　１万
【第20期】
堀　　　保　夫　１万
倉　島　利　男　１万
岡　田　重　幸　２万
堀　江　音太郎　１万
菅　野　　一男　１万
鈴　木　　徳重　１万
笠　原　　昌夫　１万
小　泉　　　勇　１万
前　田　誠　憲　２万
諸　井　重　次　１万
石　岡　孟　久　１万

古　後　　　新　１万
【第21期】
菊　池　吉　男　１万
佐久間　　　厚　１万
木　村　弘　久　１万
米　澤　平八郎　１万
【第22期】
阿　部　源次郎　１万
石　川　　　喬　１万
浜　田　　　清　１万
河　野　　　照　５千
松　原　博　一　１万
岩　本　光　正　１万
須　藤　光　郎　１万
� 橋　昭　治　１万
板　倉　　　嚴　１万
【第23期】
安　藤　利　夫　１万
家　田　和　利　１万
浅　井　昭　治　１万
渡　邉　　　巽　１万
杉　山　　　靖　１万
青　木　達　弥　５千
山　� 健　作　１万
米　澤　正　倫　１万
守　谷　　　昇　１万
田　谷　龍　雄　１万
近　藤　昭　作　１万
清　水　官　祐　１万
三　橋　啓　一　１万
利根川　登喜夫　１万
【第24期】
小　塚　一　之　１万
竹　内　武　夫　１万
小　田　　　猛　５万
松　坂　昇三郎　１万
磯　村　元　昭　１万
安　藤　　　登　１万
山　口　正　信　１万
櫻　井　輝　隆　３万
【第25期】
秋　本　　　鐘　１万
愛　甲　　　汎　１万
岡　本　四　郎　１万
山　田　隆　夫　１万
高　村　幸　三　１万
関　本　昌　秀　１万
関　口　宏　明　１万
赤　尾　恭　雄　１万
【第26期】
嶋　田　　　保　１万
【第27期】
福　島　三　郎　１万
平　田　榮　治　１万
平　山　元　也　１万
【第28期】
保　坂　　　勇　１万
松　原　順　三　１万
清　水　章三郎　１万
白　川 哲　夫　１万
米　沢　　　章　１万
藤　田　静　男　１万
� 橋　慎　三　１万
日　柄　孝　光　１万
【第29期】
福　田　　　猛　１万
山　中　　　洋　１万
【第30期】
大　槻　　　實　３万

井　出　勝　男　１万
玉　川　隆　正　１万
森　田　紗永子　１万
石　島　　　弘　１万
前　越　恭　子　１万
服　部　信　男　１万
長　尾　正　喜　１万
滝　川　　　謙　１万
星　野　　　寛 １万
山　本　セツ子　１万
庄　司　洋　子　１万
小　作　定　男　１万
藤　吉　邦　通　３万
大　塚　章　光　１万
堀　　　一　雄　１万
高　須　治　雄　１万
藤　田　宗　男　１万
大　塚　隆　夫　１万
小　池　勇　雄　１万
佐　野　修　一　１万
海老名　康　治　１万
福　島　三喜男　１万
� 橋　幸　枝　１万
川　橋　啓　市　１万
藤　田　　　靖　１万
小　林　三　郎　１万
【第31期】
松　宮　秀　治　１万
大　部　利　忠　２万
早　川　治　良　１万
壁　谷　岑　子　１万
鈴　木　　　信　１万
飯　泉　善一郎　１万
【第32期】
鈴　木　美智子　１万
菊　池　敏　郎　２万
3 2 期 同 期 会　３万
浅　間　良　市　１万
早　川　　　章　５千
有　馬　栄　三　１万
信　太　栄　吉　１万
吉　田　清　一　１万
上　田　勇　吉 1.2万
岸　田　　　修　３千
宇佐美　悦　伸　１万
鈴　木　邦　忠　１万
鈴　木　隆　久　１万
堀　田　登志子　１万
藤　宮　和三郎　１万
植　松　竹二郎　５千
吉　野　　　駿　１万
小　林　静　司　１万
木　島　邦　彦　１万
長　野　さかえ　１万
橋　本　良　一　１万
早　川　寿　一　１万
田　中　清　也　１万
小　泉　　　忠　１万
篠　田　数　夫　１万
【第33期】
関　　　惠　以　１万
谷　藤　邦　江　５千
鈴　木　昭　吉　１万
稲　村　良　作　１万
小　林　保　雄　１万
木　村　修　一　１万
吉　原　功　輝　１万
木　村　　　實　１万
栗　原　芳　江　１万

渡　邊　丈　夫　１万
内　藤　　　進　１万
小　林　文　子　１万
上　林　康　雄　１万
【第34期】
機　所　慶三郎　１万
草　深　源　吉　１万
松　野　正　義　１万
澤　田　克　正　１万
佐　藤　弘　隆　５千
青　木　英　光　１万
穂　波　平次郎　１万
根　岸　弥　敬　５千
松　枝　淑　子　１万
野　坂　弘　一　１万
赤　尾　正　道　１万
和　田　貞　夫　１万
【第35期】
堀　　　湛　浩　１万
福　崎　雅　哉　１万
中　島　芳　明　１万
小　杉　恭　二　１万
廿日岩　辰二郎　１万
長　尾　義　次　１万
宇田川　清　二　１万
花　輪　　　司　１万
山　本　悌　次　１万
小　林　武　夫　１万
戸　蒔　広　子　１万
鈴　木　行　雄　１万
綱　取　千代子　１万
西　原　道　夫　１万
井　上　三　郎　１万
近　藤　孝　子　１万
木　野　　　香　１万
山　本　良　孝　１万
坂　下　賢　三　２万
向　山　光　枝　１万
白　川　健　二　５万
岡　山　信　行　１万
加　藤　時　子　１万
名古屋　一　雄　１万
大　橋　佳　夫　１万
下　山　政　助　50万
秦　　　明　廣　１万
新　川　　　宏　１万
横　尾　和　良　１万
正　田　健　三　５千
伊　藤　俊　一　１万
【第36期】
土　江　　　章　１万
【第37期】
尾　村　彰　彦　１万
小　野　捷　司　５千
西　岡　定　雄　１万
上　杉　光　子　５千
堂　野　孝　一　１万
大　野　晴　代　５千
赤　須　一　枝　５千
石　田　謙　司　１万
【第38期】
高　木　充　護　１万
前　田　勝　弘　１万
鈴　木　　　勇　１万
樋　口　和　市　１万
井　田　勝　巳　１万
高千代　昭　子　１万
高　橋　宗一郎　１万
大　野　　　進　１万

小　杉　トヨ子　１万
【第39期】
蟻　坂　　　稔　１万
井　上　七　郎 1.2万
１Ｃ有志一同　６千
米　田　貞　夫　３千
櫻　井　欣　吾　１万
河　野　　　勇　１万
梅　田　邦　彦　２万
【第40期】
戸　塚　洋　一　１万
渡　辺　和　男　１万
森　本　勝　治　１万
小岩井　平　八　１万
持　田　眞　孝　１万
横　田　忠　夫　１万
金　岡　芙美子　５千
大　島　　　嵩　１万
山　本　和　夫　１万
【第41期】
岡　野　省　三　１万
上鈴木　通　善　１万
山　本　　　剛　１万
磯　部　宏　次　１万
平　林　　　勤　１万
井　上　陽　一　１万
中　島　猛　郎　３千
藤　川　正　昭　１万
鍬　谷　睦　男　１万
【第42期】
豊　田　賢　一　１万
林　　　幹　夫　１万
【第43期】
桜　井　　　汎　１万
箕　輪　幸　夫　１万
小野田　耕　一　５千
鞠　子　武　夫　１万
山　田　正　勝　１万
久　保　　　規　１万
早　田　喜久男　１万
森　　　孝　晴　１万
永　谷　　　悠　１万
根　岸　良　久　１万
長　崎　幸　彦　１万
落　合　春　代　１万
【第44期】
豊　田　佳　枝　５千
林　　　恒　雄　１万
国　保　成　道　５千
志　水　幸　男　１万
矢野目　政　子　１万
伊　藤　悦　子　５千
【第45期】
戸　田　利　恵　１万
稲　毛　純　治　１万
匿　名　希　望　５千
田　中　誠　司　５千
【第46期】
関　根　誠　一　１万
山　� 松　夫　１万
宮　� 幹　夫　１万
中　林　雅　一　１万
【第50期】
中　澤　美智子　３千
【第66期】
渡　辺　博　司　１万

平成23年度

賛助会員（特別寄付金）

中間報告

�一商同窓会の活動は、皆様の賛助会費で運営されております。
�「都立一商同窓会」のホームページをご覧下さい。

下 山 政 助 殿
（35期）

多額のご寄付を賜
わり、厚く御礼申
し上げます。

（平成23年4月1日～
7月29日）

Admin
長方形

Admin
テキストボックス
個人情報保護のため、HPでは非公開とさせていただきます。
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（一商吹奏楽部時代の思い出・音楽とよき仲間）

ー
が
見
え
た
。
今
日
は
ど
こ
ま
で
、
明
日
は
ど

の
位
高
く
ま
で
上
が
る
か
な
と
楽
し
み
だ
っ
た
。

そ
し
て
今
、
中
野
に
あ
る
「
江
古
田
の
森
」

で
通
所
リ
ハ
ビ
リ
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
二
階

（
そ
の
１
）
国
鉄
中
野
駅
か
ら
乗
っ
て
、
原
宿

駅
を
通
過
す
る
と
直
ぐ
、
建
築
中
の
東
京
タ
ワ

入
っ
た
。
怖
そ
う
？
な
「
お
じ
い
さ
ん
」
広
岡

先
生
が
い
た
。

何
日
か
後
で
、「
あ
な
た
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

に
し
な
さ
い
」「
分
か
り
ま
し
た
」
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
に
は
、
３
年
生
の
鮎
沢
さ
ん
、
２
年
生
に

は
甲
賀
さ
ん
と
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原
さ
ん
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賀
さ
ん
は
、
背

が
高
い
。
上
原
さ
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柔
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部
も
や
っ
て
い

る
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私
は
、
背
も
低
い
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配
に
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て
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た
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後
で
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え
る
と
、
皆
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し
い
人
だ
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た
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の
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３
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の
時
に
、
夏

休
み
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練
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、
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そ
の
何
回
目
か
忘
れ
た
が
、
木
村
く
ん
が
来

な
い
。
我
々
７
人
、
練
習
を
忘
れ
る
事
は
、
無
い

は
ず
…
と
、
恵
比
寿
の
家
へ
迎
え
に
行
く
途
中
、

松
葉
杖
で
痛
そ
う
に
歩
い
て
い
る
木
村
く
ん
。

「
沢
で
、
落
ち
ち
や
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
学

校
へ
行
く
ん
だ
よ
」

練
習
、
出
来
な
い
ね
。

「
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
は
吹
け
る
さ
」
皆
あ
然
。

１
年
秋
入
部
。
入
っ
て
ま
も
な
く
、
池
上
の

大
田
区
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会
堂
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で
の
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で
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で
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わ
っ
た
後
、

拍
手
は
パ
ラ
パ
ラ
以
上
あ
っ
た
。
思
い
出
す
と

今
で
も
冷
や
汗
が
出
る
。

２
年
夏
頃
、
東
京
都
の
パ
レ
ー
ド
の
途
中
で
、

靖
国
神
社
へ
の
上
り
坂
の
途
中
で
、
大
太
鼓
の

撥
の
フ
ェ
ル
ト
が
、
ね
じ
が
緩
ん
で
飛
ん
で
し

ま
っ
て
、
あ
わ
て
て
坂
道
を
転
が
っ
て
い
く
フ

ェ
ル
ト
を
追
い
か
け
て
い
っ
た
先
輩
（
私
で
は

な
い
）
の
姿
を
思
い
出
す
。

今
で
も
思
い
出
す
と
思
わ
ず
顔
が
笑
い
出
す
。

か
ら
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
見
え
る
。
平
成
24

年
５
月
12
日
開
業
す
る
予
定
。

さ
て
、
思
い
出
だ
が
　
①
34
年
10
月
　
第
一

銀
行
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
た
運
動
会
で
、
初

め
て
パ
レ
ー

ド
を
行
な
っ

た
け
ど
、
良

く
で
き
た
と

思
う
が
？

指
揮
杖
の
遣

り
方
を
一
所

懸
命
覚
え
た

の
を
懐
か
し

く
思
い
出
す
。

②
桜
田
門
、

旧
警
視
庁
の

上
の
掘
っ
立

て
小
屋
で
、

警
視
庁
音
楽

隊
に
教
わ
っ

た
の
も
思
い

出
深
い
。
最

後
に
ブ
ラ
バ

ン
同
期
７
人

は
、
年
に
一

回
、
小
旅
行

で
旧
交
を
温

め
て
い
る
。

（
そ
の
２
）
木

造
の
部
室
へ

（一商吹奏楽部時代の思い出・音楽とよき仲間）

大野　邦宏　　小川　四郎　　鬼島　晃信
木村　芳朗　　進藤　雅宣　　鈴木　　清
圓山　健哉　　　　　　　　（旧姓　吉成）（38期）

ブラバン同期7人の仲間ブラバン同期7人の仲間

�一商同窓会の活動は、皆様の賛助会費で運営されております。
�「都立一商同窓会」のホームページをご覧下さい。
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小
　
川
　
四
　
郎

大
　
野
　
邦
　
宏



ュ
ー
ス
？
も
う
ま
か
っ
た
。

ブ
ラ
バ
ン
で
は
、
遊
び
心
も

教
わ
り
ま
し
た
。

定
年
を
迎
え
た
後
、
病
気

療
養
中
の
大
野
さ
ん
に
は
申

し
訳
な
か
っ
た
が
、
他
の
同

期
メ
ン
バ
ー
６
人
で
定
年
記

念
の
ハ
ワ
イ
旅
行
に
行
っ
た
。

そ
れ
も
旅
行
会
社
の
ツ
ア
ー

参
加
で
な
く
て
、
メ
ン
バ
ー

木
村
さ
ん
の
手
作
り
メ
ニ
ュ

ー
。
ハ
ワ
イ
島
１
周
の
レ
ン

タ
カ
ー
ド
ラ
イ
ブ
、
ワ
イ
キ

キ
ビ
ー
チ
、
オ
ー
シ
ャ
ン
フ

ロ
ン
ト
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

で
の
勝
手
気
ま
ま
の
旅
。
駐

禁
罰
金
も
ほ
ろ
苦
く
楽
し
か

っ
た
。

ブ
ラ
バ
ン
で
得
た
も
の
は
、

一
商
の
友
、
一
生
の
友
。
学

校
の
先
生
や
広
岡
先
生
の
教

指揮　柳生？さん　大野・進藤・�成・圓山らの顔も見える

平成23年　月　日 はちやま（都立一商同窓会）会報 №45 （ ）平成23年９月１日 はちやま（都立一商同窓会）会報 №45 （６）

実
力
の
割
に
ど
こ
へ
で
も
出
張
す
る
先
輩
・
メ

ン
バ
ー
の
心
臓
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。
ブ
ラ

バ
ン
で
は
度
胸
を
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。

行
進
曲
「
旧
友
」

こ
れ
終
り
が
な
い
ん
だ
。

終
わ
っ
た
と
思
う
と
ま
た
コ
ー
ダ
？
か
ら
始
ま

っ
ち
ま
う
の
。
誰
か
が
へ
ば
る
ま
で
終
わ
ら
な

い
。
そ
れ
だ
け
好
き
な
ん
だ
な
〜
。
ブ
ラ
バ
ン

は
文
化
部
で
な
く
て
、
体
育
部
だ
と
思
っ
た
。

２
年
夏
の
同
期
メ
ン
バ
ー
で
の
丹
沢
登
山
。

水
無
川
の
河
原
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
の
山
歩
き
。

そ
も
そ
も
渋
沢
駅
か
ら
の
歩
き
だ
か
ら
鍛
え
ら

れ
た
し
、
沢
登
り
も
、
絶
壁
の
ロ
ー
プ
遊
び
も

初
体
験
で
楽
し
か
っ
た
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
ジ

え
が
良
か
っ
た
の
か
、
先
輩
が
良
か
っ
た
の
か
。

メ
ン
バ
ー
に
は
知
識
派
・
感
性
派
・
実
務

派
・
行
動
派
・
ロ
マ
ン
派
・
リ
ベ
ラ
ル
派
・
理

論
派
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
っ
て
、
最
初

あ
れ
や
こ
れ
や
云
う
け
ど
、
決
ま
っ
た
ら
全
員

一
致
団
結
。
部
長
の
大
野
さ
ん
も
、
決
め
る
時

は
き
っ
ぱ
り
決
め
て
い
た
と
思
う
。
卒
業
後
も

幹
事
が
決
ま
れ
ば
、
幹
事
の
指
示
に
従
う
と
い

う
暗
黙
の
ル
ー
ル
が
で
き
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

私
は
、
光
栄
に
も
高
価
な
楽
器
「
ス
ー
ザ
ホ

ー
ン
」
の
二
代
目
奏
者
で
し
た
（
初
代
奏
者
は
、

音
を
楽
し
む
こ
と
、
そ
し
て
仲
間
と
の
素
晴

ら
し
き
交
流
、
末
永
く
続
き
そ
う
で
あ
る
。

３
年
の
時
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
名
前
は
思

い
出
せ
ま
せ
ん
が
大
先
輩
（
編
集
者
注：

反
保

さ
ん
）
の
招
待
で
新
橋
の
あ
る
町
内
の
氏
神
様

の
祭
礼
で
我
が
ブ
ラ
バ
ン
が
演
奏
を
す
る
こ
と

に
な
り
舞
台
は
盆
踊
り
を
踊
る
櫓
の
上
、
メ
ン

バ
ー
は
７
、
８
人
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

普
段
練
習
を
し
て
い
た
マ
ー
チ
、
ペ
ル
シ
ャ

の
市
場
、
他
何
曲
か
無
事
に
演
奏
を
し
ま
し
た
。

帰
り
に
そ
の
先
輩
か
ら
謝
礼
を
１
万
円
頂
き
、

頭
割
り
し
て
皆
で
食
事
を
し
て
帰
っ
た
こ
と
。

国
体
の
パ
レ
ー
ド
で
国
立
競
技
場
で
の
事
で

す
が
、
我
々
列
を
組
ん
で
演
奏
パ
レ
ー
ド
行
進

中
に
小
生
の
右
を
１
人
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹

き
な
が
ら
行
進
し
て
い
る
人
間
が
い
た
。
誰
だ

と
思
っ
た
ら
我
が
ブ
ラ
バ
ン
部
長
で
あ
る
大
野

で
し
た
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
心
し
ま
し
た
。

商
業
高
校
の
全
国
珠
算
大
会
に
て
我
が
ブ
ラ

バ
ン
は
、
優
勝
校
の
校
歌
を
演
奏
す
る
役
に
な

り
、
最
後
の
最
後
ま
で
優
勝
校
が
分
か
ら
な
い

状
態
で
目
ぼ
し
い
学
校
の
校
歌
の
譜
面
を
預
か

り
優
勝
校
の
校
歌
を
初
見
で
演
奏
し
た
覚
え
が

あ
り
ま
す
。

48
年
前
が
い
ま
は
走
馬
灯
の
よ
う
に
は
っ
き

り
と
目
の
前
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
指
導
を
し

て
い
た
だ
い
た
広
岡
先
生
そ
し
て
諸
先
輩
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
旧
姓
　
吉
成
）

中
学
２
年
の
時
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
で
き
た
。

倉
持
先
輩
）。
今
、
思
う
に
体
は
あ
ま
り
大
き

く
な
い
の
に
、
運
動
会
の
パ
レ
ー
ド
で
、
あ
の

大
き
な
も
の
を
よ
く
担
い
で
行
進
で
き
た
も
ん

だ
と
未
だ
に
、
驚
い
て
い
る
。
お
陰
で
、
病
弱

で
あ
っ
た
幼
少
時
代
と
は
違
っ
て
、
肺
活
量
も

人
並
み
以
上
に
、
丈
夫
な
身
体
に
し
て
頂
い
た
。

今
や
、
カ
ラ
オ
ケ
・
詩
吟
で
そ
の
成
果
を
充
分

に
発
揮
で
き
て
お
り
、
大
い
に
感
謝
し
て
い
る
。

夏
季
合
宿
で
は
、
皆
で
自
炊
し
た
こ
と
、
教

室
の
机
に
体
育
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
寝
た
こ
と
、

夜
の
自
由
時
間
に
は
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
や
薀
蓄
の

あ
る
替
え
歌
を
教
わ
っ
た
思
い
出
は
、
と
て
も

懐
か
し
い
。

あ
る
日
、
桜
水
商
業
の
文
化
祭
に
友
情
出
演

し
、
パ
ー
ト
紹
介
の
際
に
、
私
は
「
ス
ー
ザ
ホ

ー
ン
」
で
、
「
恋
の
片
道
切
符
」
を
吹
い
て
、

大
受
け
し
た
こ
と
も
今
と
な
っ
て
は
、
良
き
思

い
出
で
あ
る
。

一
商
時
代
に
ブ
ラ
バ
ン
の
活
動
を
通
じ
、
音

楽
の
楽
し
さ
と
よ
き
仲
間
を
得
て
「
生
涯
の
財

産
」
と
な
っ
た
。

授
業
を
サ
ボ
っ
て
音
楽
映
画
を
観
た
り
、
ジ

ャ
ズ
喫
茶
へ
行
っ
た
り
、
卒
業
後
も
下
手
な
バ

ン
ド
を
作
っ
た
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
演
奏
会

へ
よ
く
足
を
運
ん
だ
り
と
音
を
楽
し
ん
だ
。

今
で
も
ブ
ラ
バ
ン
仲
間
が
ジ
ャ
ズ
や
ク
ラ
シ

ッ
ク
を
選
曲
し
て
編
集
し
た
Ｃ
Ｄ
を
送
っ
て
く

れ
た
り
、
仲
間
で
会
っ
て
楽
器
を
な
ら
し
た
り
、

高
歌
放
吟
、
た
ち
ま
ち
高
校
生
に
戻
る
。

こ
の
と
こ
ろ
全
員
が
メ
ー
ル
を
操
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
メ
ー
ル
で
の
音
楽
談
義
も
楽
し
い

交
流
と
な
っ
て
い
る
。

�一商同窓会の活動は、皆様の賛助会費で運営されております。
�「都立一商同窓会」のホームページをご覧下さい。
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朗
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入
部
希
望
者
が
多
す
ぎ
た
の
で
、
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
ア
カ
ペ
ラ
で
歌
を
歌
わ
さ
れ

た
。
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
「
お
お
ひ
ば
り
」

（
お
お
ひ
ば
り
　
高
く
ま
た
　
軽
く
な
に
を
か

う
た
う
　
天
の
め
ぐ
み
　
地
の
さ
か
え
　
そ
を

た
た
え
て
う
た
う
　
そ
を
こ
と
ほ
ぎ
う
た
う
）

を
歌
っ
た
。
別
に
音
を
外
し
た
つ
も
り
は
な
い

が
、
不
合
格
。

一
商
に
ブ
ラ
バ
ン
が
あ
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

迷
わ
ず
入
部
。
以
後
66
歳
の
今
日
ま
で
楽
器
を

い
じ
っ
て
い
る
（
ラ
ッ
パ
で
は
な
い
）。

何
故
ア
ル
ト
に
な
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
。

き
っ
と
広
岡
先
生
（
確
か
、
吹
奏
楽
界
の
権
威

で
あ
っ
た
が
優
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
）
が
選
ん

で
く
れ
た
の
だ
ろ
う
。
先
ず
与
え
ら
れ
た
の
が

「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
横
長
で
赤
い
表

紙
の
行
進
曲
集
。
１
ペ
ー
ジ
か
ら
順
に
や
っ
て

い
っ
た
が
全
部
や
っ
た
か
ど
う
か
覚
え
て
い
な

い
。
広
岡
先
生
の
教
則
本
も
あ
っ
た
。

何
故
か
祝
典
行
進
曲
も
良
く
覚
え
て
い
る
。

皇
太
子
（
今
の
天
皇
）
と
美
智
子
さ
ん
の
成
婚

を
祝
し
て
團
伊
玖
磨
が
作
曲
し
た
も
の
だ
。
あ

と
、
暇
が
あ
る
と
ウ
イ
リ
ア
ム
テ
ル
序
曲
の

「
ス
イ
ス
軍
の
行
進
」（
当
時
は
知
ら
な
か
っ
た
）

の
ホ
ル
ン
パ
ー
ト
の
さ
わ
り
を
吹
い
て
い
た
。

甲
賀
さ
ん
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）、
柳
生
さ
ん

（
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
）、
石
田
さ
ん
（
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
）
は
じ
め
先
輩
は
皆
上
手
か
っ
た
。

運
動
会
で
の
パ
レ
ー
ド
、
夏
休
み
の
千
鳥
ヶ

淵
で
の
ブ
ラ
バ
ン
講
習
（
警
視
庁
か
宮
内
庁
音

楽
隊
）、
校
門
入
っ
て
直
ぐ
右
に
あ
っ
た
合
宿

所
？
で
の
夏
合
宿
、
桜
水
商
業
の
文
化
祭
演
奏

な
ど
、
思
い
出
は
す
べ
て
断
片
的
だ
。
女
子
部

員
は
居
な
か
っ
た
。
何
故
だ
ろ
う
。
女
性
生
徒

そ
の
も
の
が
少
な
か
っ
た
。
逆
に
今
の
ブ
ラ
バ

ン
に
は
男
子
部
員
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

と
も
あ
れ
、
一
商
ブ
ラ
バ
ン
は
音
楽
に
親
し

む
人
生
の
出
発
点
に
な
っ
た
。
今
で
も
付
き
合

っ
て
い
る
良
き
友
を
得
た
。
あ
り
が
と
う
。

ひ
た
す
ら
前
に
向
か
っ
て
歩
い
て
来
ま
し
た

が
、「
思
い
出
」
と
言
う
お
話
に
、
立
ち
止
ま

り
じ
っ
と
目
を
閉
じ
瞑
想
し
て
み
ま
し
た
。
す

る
と
何
処
か
ら
か
「
三
色
す
み
れ
」
の
快
い
ワ

ル
ツ
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。
じ
っ
と
耳
を
傾
け

る
と
、
そ
れ
は
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
」
に
変
わ

り
、
そ
し
て
「
ペ
ル
シ
ャ
の
市
場
」
へ
と
流
れ

て
行
き
ま
す
。

市
場
の
ざ
わ
め
き
、
バ
ッ
ク
シ
ー
シ
、
バ
ッ

ク
シ
ー
シ
、
ア
ア
ア
ー
ラ
、
バ
ッ
ク
シ
ー
シ
、

バ
ッ
ク
シ
ー
シ
、
ア
ア
ア
ー
ラ
の
合
唱
に
続
い

て
女
王
様
の
メ
ロ
デ
ィ
が
流
れ
る
と
、
そ
こ
は

40
年
前
の
母
校
一
商
で
し
た
。
校
門
を
く
ぐ
っ

て
右
手
に
研
修
室
が
あ
り
、
合
宿
を
し
た
こ
と
、

安
い
豚
モ
ツ
を
買
っ
て
き
て
皆
で
食
べ
た
事
、

内
緒
で
吹
奏
楽
部
室
で
一
晩
明
か
し
た
事
、
仲

間
一
人
一
人
の
顔
が
微
笑
ん
で
い
ま
す
。
入
部

し
て
初
め
て
楽
器
に
触
れ
た
時
の
感
触
、
唇
が

タ
ラ
コ
の
様
に
な
っ
て
練
習
し
た
こ
と
、
音
が

出
て
な
ん
と
か
メ
ロ
デ
ィ
に
な
っ
た
時
の
感
激
。

こ
れ
が
走
馬
灯
と
言
う
や
つ
な
ん
だ
な
ー
、
そ

し
て
曲
は
祝
典
行
進
曲
へ
と
移
っ
て
行
き
ま
し

た
。
あ
れ
は
人
生
の
「
ま
ほ
ろ
ば
」
で
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

（
吹
奏
楽
部
創
部

80
周
年
記
念
誌
よ
り
一
部

加
筆
）

�一商同窓会の活動は、皆様の賛助会費で運営されております。
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圓
　
山
　
健
　
哉

37期石田謙司さんが、日本経済新聞文化欄

にて、日本甲冑の美十選を連載しました。

（６月14日から30日まで）

都立第一商業高校人事異動
お世話になりました（転出）（敬称略）

トピックス

（ご転入、ご新任の先生方は、紙面の都合により掲載を割愛させて頂きます。）

（７） はちやま（都立一商同窓会）会報 №45 平成23年９月１日　　



■
一
窓
会
（
18
期
）

日
　
時
…
平
成
23
年
５
月
27
日
（
金
）

会
　
場
…
サ
ン
プ
ラ
ザ
・
ビ
ル
20
階

和
食
堂
「
な
か
の
」

出
席
者
…
７
名

世
話
人
代
表
…
西
村
　
　
清

▲
次
回
予
定

日
　
時
…
平
成
24
年
10
月
中
旬

会
　
場
…
未
定

■
ふ
が
く
会
（
18
期
２
組
）

日
　
時
…
平
成
23
年
５
月
17
日
（
火
）

会
　
場
…
如
水
会
館

出
席
者
…
４
名

世
話
人
代
表
…
大
久
保
幸
次

▲
次
回
予
定

日
　
時
…
平
成
23
年
10
月

会
　
場
…
如
水
会
館

■
清
明
会
（
20
期
）

日
　
時
…
平
成
23
年
６
月
15
日
（
水
）

会
　
場
…
青
山
荘

出
席
者
…
６
名

世
話
人
代
表
…
小
林
　
伸

▲
次
回
予
定

日
　
時
…
平
成
24
年
４
月

会
　
場
…
未
定

■
兎
竜
会
（
22
期
）

日
　
時
…
平
成
23
年
５
月
23
日
（
月
）

会
　
場
…
新
橋
　
ス
エ
ヒ
ロ

出
席
者
…
11
名

世
話
人
代
表
…
明
城
　
興
一

▲
次
回
予
定

日
　
時
…
平
成
23
年
11
月
頃

会
　
場
…
未
定

（
出
来
れ
ば
前
回
と
同
じ
と
こ
ろ
）

■
七
友
会
（
23
期
７
組
）
ク
ラ
ス
会

日
　
時
…
平
成
23
年
６
月
９
日
（
木
）

会
　
場
…
三
軒
茶
屋
　
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー

26
Ｆ

出
席
者
…
８
名

世
話
人
代
表
…
秋
田
　
元
一

■
26
│
27
期
鉢
山
同
期
会

日
　
時
…
平
成
22
年
10
月
25
日
（
月
）

会
　
場
…
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

出
席
者
…
31
名

世
話
人
代
表
…
福
島
三
郎
・
平
山
元
也

▲
次
回
予
定

日
　
時
…
平
成
23
年
10
月
25
日
（
火
）

会
　
場
…
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

■
一
商
28
期
会

日
　
時
…
平
成
23
年
６
月
10
日
（
金
）

会
　
場
…
海
運
ク
ラ
ブ

出
席
者
…
27
名
・
田
村
清
先
生
ご
出
席

世
話
人
代
表
…
寺
口
　
真
夫

▲
次
回
予
定

日
　
時
…
平
成
24
年
６
月
15
日
（
金
）

会
　
場
…
海
運
ク
ラ
ブ

■
30
期
同
期
会

日
　
時
…
平
成
23
年
10
月
１
日
（
土
）

校
歌
祭
に
集
り
ま
す

会
　
場
…
ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー

世
話
人
代
表
…
大
槻
　
　
實

▲
次
回
予
定

日
　
時
…
平
成
24
年
10
月

会
　
場
…
未
定

■
30
期
Ｄ
組
ク
ラ
ス
会
（
松
友
会
）

日
　
時
…
平
成
23
年
４
月
16
日
（
土
）

会
　
場
…
京
橋
　
美
々
卯

出
席
者
…
11
名

世
話
人
代
表
…
大
槻
　
　
實

▲
次
回
予
定

日
　
時
…
平
成
24
年
４
月
16
日
（
月
）

会
　
場
…
未
定

■
都
立
一
商
第
31
期
Ｇ
・
Ｈ
組

合
同
懇
親
会

日
　
時
…
平
成
23
年
４
月
25
日
（
月
）

会
　
場
…
港
区
芝
公
園

「
東
京
　
と
う
ふ
屋
　
う
か
い
」

出
席
者
…
18
名

世
話
人
代
表
…
鈴
木
　
　
信

▲
次
回
予
定

日
　
時
…
平
成
24
年
　
秋

会
　
場
…
未
定
（
都
内
）

■
都
立
一
商
第
32
期
　
定
期
会

日
　
時
…
平
成
23
年
３
月
２
日
　
午
後
１
時

会
　
場
…
銀
座
　
ラ
イ
オ
ン
・
ビ
ア
ホ
ー
ル

５
Ｆ
音
楽
ホ
ー
ル

出
席
者
…
48
名
　
田
村

清
・
佐
藤

正
両
先

生
ご
出
席

世
話
人
代
表
…
菊
池
　
敏
郎

▲
次
回
予
定

日
　
時
…
平
成
24
年
３
月
２
日
　
午
後
１
時

会
　
場
…
銀
座
　
ラ
イ
オ
ン
・
ビ
ア
ホ
ー
ル

５
Ｆ
音
楽
ホ
ー
ル

平
成
25
年
は
喜
寿
の
祝
い
と
し
て

別
企
画
と
し
て
全
員
に
ご
案
内
を

す
る

平成23年９月１日 はちやま（都立一商同窓会）会報 №45 （８）

�一商同窓会の活動は、皆様の賛助会費で運営されております。
�「都立一商同窓会」のホームページをご覧下さい。

一窓会（18期）同期会



■
32
期
石
黒
会

石
黒
富
美
男
先
生
が
昨
年
十
月
六
日
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
為
本
会
は
終
わ
り
と
し
ま
す

世
話
人
代
表
…
戸
張
　
榮
一

小
泉
　
　
忠

■
都
立
一
商
34
期
同
期
会

日
　
時
…
平
成
23
年
９
月
27
日
（
火
）

会
　
場
…
日
立
目
白
ク
ラ
ブ

世
話
人
代
表
…
Ｇ
組
幹
事
　
佐
久
間
　
進

▲
次
回
予
定

日
　
時
…
平
成
24
年
10
月
17
日
（
水
）

会
　
場
…
三
井
ク
ラ
ブ

■
35
期
同
期
会

日
　
時
…
平
成
23
年
６
月
８
日
（
水
）

会
　
場
…
Ｎ
Ｅ
Ｃ
芝
ク
ラ
ブ

出
席
者
…
74
名

世
話
人
代
表
…
花
輪
　
司

小
野
塚
明
文
（
Ｆ
）

▲
次
回
予
定

日
　
時
…
平
成
24
年
６
月
６
日
（
水
）

会
　
場
…
Ｎ
Ｅ
Ｃ
芝
ク
ラ
ブ

世
話
人
代
表
…
戸
塚
健
三
（
Ｇ
）

第
一
回
　
都
立
一
商
高
等
学
校

同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

開
　
催
　
日
　
平
成
23
年
11
月
４
日（
金
曜
日
）

開
催
場
所
　
こ
だ
ま
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

費
　
　
　
用
　
プ
レ
ー
代
　
一
四
〇
〇
〇
円

（
キ
ャ
デ
ィ
付
・
パ
ー
テ
ィ
代
等
含
む
）

〒
３
６
７
│

０
２
０
３

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉
町
入
浅
見
１
０
６
０
番

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
９
５
│

７
２
│

５
１
５
１

申
込
締
切
日
　
10
月
５
日
（
水
曜
日
）

＊
グ
ル
ー
プ
参
加
歓
迎
・
お
一
人
様
で
も
ご
参

加
に
な
れ
ま
す
。

資
料
ご
希
望
の
方
は
お
申
出
下
さ
い
。

（
世
話
人
代
表
　
小
林
　
三
郎（
30
期
））

�
お
申
込
み
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

０
３
│

３
２
９
１
│

３
１
２
８

同
窓
会
事
務
局
　
福
田
ま
で

お
手
持
ち
の
楽
器
を
母
校
に
ご
寄
付
願
え
ま

せ
ん
か
。

同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

各
期
・
各
組
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
等
の

開
催
予
定（
開
催
報
告
）等
同
窓
会
事
務

局
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
会
報
に
掲
載
し
参

加
者
が
増
え
る
よ
う
に
お
手
伝
い
致
し

ま
す
。

広
報
委
員
会

昭
和
34
年
１
月
〜
51
年
３
月
（
17
年
間
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
　
講
師

平
成
元
年
度

東
京
都
立
高
等
学
校
長
協
会
長

平
成
元
年
11
月
22
日

文
部
大
臣
よ
り
教
育
功
労
賞
　
受
賞

平
成
14
年
４
月
29
日

叙
勲
　
勲
４
等
瑞
宝
章
　
受
賞

※
昭
和
４
年
（
１
９
１
９
）
生
ま
れ

■
37
期
同
期
会
（
珊
瑚
会
）

日
　
時
…
平
成
23
年
３
月
５
日
（
土
）

会
　
場
…
八
重
洲
　
富
士
屋
ホ
テ
ル

出
席
者
…
26
名
田
村
清
・
佐
藤
正
両
先
生
ご
出
席

世
話
人
代
表
…
田
嶋
　
嗣
也

▲
次
回
予
定

日
　
時
…
平
成
24
年
３
月
５
日
（
月
）

会
　
場
…
未
定

■
37
期
Ｈ
組
鉢
山
会

日
　
時
…
平
成
23
年
６
月
４
日
（
土
）

会
　
場
…
築
地
魚
河
岸
「
磯
野
家
」

出
席
者
…
16
名
・
佐
藤
　
正
先
生
ご
出
席

世
話
人
代
表
…
中
馬
　
基
裕

▲
次
回
予
定

日
　
時
…
平
成
24
年
６
月
　
第
一
土
曜
日

会
　
場
…
未
定

■
44
期
Ｃ
組
「
星
の
会
」

日
　
時
…
平
成
23
年
７
月
３
日
（
日
）

会
　
場
…
ホ
テ
ル
銀
座
ラ
フ
ィ
ナ
ー
ト

出
席
者
…
30
名

世
話
人
代
表
…
大
屋
　
充
徳

▲
次
回
予
定

日
　
時
…
平
成
24
年
７
月
　
第
一
日
曜
日

会
　
場
…
未
定

■
46
期
ク
ラ
ス
会
旧
１
年
Ｈ
組

日
　
時
…
平
成
23
年
２
月
６
日
（
日
）

会
　
場
…
品
川
プ
リ
ン
ス

味
街
道
五
十
三
次

出
席
者
…
26
名
・
丹
沢
　
栄
一
先
生
ご
出
席

世
話
人
代
表
…
芦
澤
　
光
二

■
47
期
３
年
Ｃ
組
ク
ラ
ス
会

日
　
時
…
平
成
23
年
９
月
４
日
（
日
）

会
　
場
…
新
宿
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
内

本
館
１
階
　
セ
ラ
リ
迎
賓
館

世
話
人
代
表
…
石
井
・
和
歌
月
・
中
野
・

長
橋
・
溝
口

■
（
一
商
）
数
学
研
究
部

創
立
60
周
年
Ｏ
Ｂ
会

日
　
時
…
平
成
22
年
11
月
10
日
（
水
）

出
席
者
…
22
名

会
　
場
…
Ｋ
Ｋ
Ｒ
東
京
ホ
テ
ル
11
Ｆ

「
白
鳥
の
間
」

世
話
人
代
表
…
林
　
　
隆
造
（
32
期
）

■
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会
（
一
柔
会
）

日
　
時
…
平
成
23
年
４
月
９
日
（
土
）

会
　
場
…
田
町
　
割
烹
「
牡
丹
」

出
席
者
…
25
名

世
話
人
代
表
…
井
上
　
七
郎

▲
次
回
予
定

日
　
時
…
平
成
24
年
４
月
７
日
（
土
）

会
　
場
…
田
町
　
割
烹
「
牡
丹
」

世
話
人
代
表
…
井
上
　
七
郎

■
一
柔
会
ゴ
ル
フ
部
会

日
　
時
…
平
成
23
年
４
月
20
日
（
水
）

会
　
場
…
川
越
グ
リ
ー
ン
ク
ロ
ス

出
席
者
…
４
組
　
16
名

世
話
人
代
表
…
坂
田
　
　
潔

▲
次
回
予
定

日
　
時
…
平
成
23
年
10
月
19
日
（
水
）

出
席
者
…
４
組
予
定

会
　
場
…
富
貴
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

世
話
人
代
表
…
坂
田
　
　
潔

（９） はちやま（都立一商同窓会）会報 №45 平成23年９月１日　　

�一商同窓会の活動は、皆様の賛助会費で運営されております。
�「都立一商同窓会」のホームページをご覧下さい。

お

知

ら

せ

楽
器
の
母
校
へ
の
寄
付
願
い

母
校
に
か
か
わ
る
歴
史
資
料
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
コ
ピ
ー
で
も
可
。

〒
１
５
０
│

０
０
３
５

渋
谷
区
鉢
山
町
８
│
１

都
立
一
商
メ
モ
リ
ア
ル
・
ル
ー
ム

歴
史
資
料
委
員
長
　
石

田

謙

司

宛

一
商
百
周
年
誌
編
纂
担
当
よ
り
、

歴
史
資
料
の
ご
提
供
願
い

�
石
黒
富
美
男
先
生
の
役
職
、

受
賞
歴
な
ど
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0
－2,900
20,000
14,000
31,100

－31,100
5,845

2,160,000
36,900

0
16,000

2,214,900
51,155

13,878,275

2,160,000
36,000
20,000
30,000

2,246,000
57,000

13,884,120

奨 学 金
奨 学 金 振 込 手 数 料 等
会 議 費
交 通 費
当 年 度 支 出 合 計（ C ）
当年度収支差額（A－C）
年度繰越収支差額（B－C）

36,945

0

36,945

2,266,055

13,827,120

16,093,175

2,303,000

13,827,120

16,130,120

当年度収入合計（ A）

前年度繰越収支差額

収入合計（B）

�．資産の部
預　　金
現金
普通預金（三菱東京ＵＦＪ神田駅前）Ｎｏ.0742550

基金引当資産
振替貯金
定期預金（三菱東京ＵＦＪ神田駅前支店）
普通預金（三菱ＵＦＪ信託渋谷中央）No.4417368
利付国債（No.269）
資産合計
�．負債の部

負債合計
�．正味財産の部
１．基　　　金
前年度繰越額
当年度増加額

２．次年度繰越金
前年度繰越額
当年度増加額

生 徒 募 集 費 補 助
就 職 対 策 費 補 助
部 活 動 奨 励 金
生 徒 表 彰 費
理 事 会 ・ 総 会 費
同 窓 生 の 集 い 費
会 報 費
会 報 発 送 費
校 歌 祭 参 加 費
諸 行 事 祝 金
慶 弔 費
通 信 費
消 耗 品 費
賛 助 会 費 募 集 費
振 込 手 数 料
賛 助 記 念 品 費
事 務 委 託 費
事 務 費
組 織 強 化 費
会 議 費
ホ－ムペ－ジ関連費
雑 費
周 年 行 事 積 立 金
交 通 費
予 備 費
基　金　繰　入　額

支出の部 予 算 額 決 算 額 差異（予算－決算）

280,000
100,000
750,000

0
400,000
500,000
460,000
1,000,000
200,000
80,000
50,000
250,000
230,000
150,000
50,000

0
800,000
300,000
50,000
270,000

0
50,000

0
100,000

0
0

199,500
75,105
644,966

169,600
201,000
455,175
725,899
207,878
60,000

0
138,820
474,256
128,959
48,032

0
800,000
300,000

0
170,969

0
6,703

5,510

0

80,500
24,895
105,034

0
230,400
299,000
4,825

274,101
△ 7,878
20,000
50,000
111,180

△ 244,256
21,041
1,968
0
0
0

50,000
99,031

0
43,297

0
94,490

0
0

当年度支出合計（Ｃ）
当年度収支差額（Ａ）－（Ｃ）
次年度繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ）

6,070,000
△ 455,000
4,518,022

4,812,372
308,145
5,281,167

1,257,628
△ 763,145
△ 763,145

●収 支 計 算 書 （平成22年4月1日～平成23年3月31日）

平成22年度 都立一商同窓会 会計報告
●貸 借 対 照 表（平成23年3月31日現在）（単位：円） （単位：円）

監査報告書
都立第一商業高等学校同窓会の平成22年度

（平成22年４月1日～平成22年３月31日）の収支計算
書及び同年度末の貸借対照表は、監査の結果、適
正かつ妥当に作成されているものと認めます。
平成23年４月21日

都立第一商業高等学校同窓会
監　事　　礒　　　正　格（24期）
監　事　　木　島　邦　彦（32期）
監　事　　丹　羽　宏　己（42期）

●収 支 計 算 書（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

●貸 借 対 照 表（平成23年3月31日現在）

.（単位：円）

（単位：円）

平成22年度 都立一商奨学会 会計報告

資　　産　　の　　部 金　　　　　　　額

� 資産の部
預　金　普通預金（りそな・渋谷）

定期預金（りそな・渋谷）
基金引当資産　30年国債（大和証券）

資産合計
� 正味財産の部

１基　金　
２次年度繰越金　前年度繰越額

当年度減少額
正味財産合計

13,827,120
51,155

3,878,275
10,000,000
137,396,000
151,274,275

137,396,000

13,878,275
151,274,275

科　　　目

158,050
5,060,492

0
8,091,821
403,333
5,000,000

0

13,432,529

4,973,022
308,145

5,218,542

13,495,154
18,713,696

0
0

13,432,529

5,281,167

18,713,696
18,713,696

正味財産合計
負債及び正味財産合計

収　入　の　部 予算額 決算額 差　引 支　出　の　部 予　算　額 決　算　額 差　　引

収入の部

終 身 会 費 収 入

理事会・総会費収入

同窓会の集い収入

賛 助 会 費 収 入

受 　 取 　 利 　 息

寄 付 金 収 入

雑　　 収　　 入

925,000

330,000

500,000

3,800,000

60,000

0

0

910,000

110,000

113,000

3,924,000

63,517

0

0

15,000

220,000

387,000

△ 124,000

△ 3,517

0

0

予 算 額 決 算 額 差異（予算－決算）

当年度収入合計（Ａ）
前年度繰越収支差額
収 入 合 計 （Ｂ）

5,615,000
4,973,022
10,588,022

5,120,517
4,973,022
10,093,539

494,483
0

494,483

金　　　額

�一商同窓会の活動は、皆様の賛助会費で運営されております。
�「都立一商同窓会」のホームページをご覧下さい。
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監 査 報 告 書
都立一商奨学会の平成22年度（平成22年４月１日～平成23

年３月31日）の収支計算書及び同年度末の貸借対照表は、監
査の結果、適正かつ妥当に作成されているものと認めます。
平成23年５月11日

都立第一商業高等学校同窓会
同 窓会監事 礒　　正格　　木島　邦彦

丹羽　宏己
PTA会計監査 古旗　春美　　松原　深雪

都立一商奨学会について

「田園家塾」の処分が基となり、同窓会、PTA、学

校の三者により基金１億３千万円の運用で毎年

奨学金を支給しており平成22年度は18名に学費

援助を行いました。

（単位：円）

平成23年度 都立一商奨学会 収支予算

平成23年度 都立一商同窓会 収支予算

（平成23年4月1日から平成24年3月31日まで）

収 入 の 部 予　算　額 支 出 の 部 予　算　額

受 取 利 息 （国　債）注）
受 取 利 息 （定　期）
受 取 利 息 （普　通）

2,240,000
25,000
2,000

2,267,000当 年 度 収 入 合 計（A）

13,827,120前 年 度 繰 越 収 支 差 額

16,094,120収　入　合　計（B）

奨 　 　 　 学 　 　 　 金
奨 学 金 振 込 み 手 数 料
会 　 　 　 議 　 　 　 費
交　　　　 通　　　　 費

2,160,000
40,000
5,000
20,000

当 年 度 支 出 合 計（C）

42,000

2,225,000

当 年 度 収 支 差 額（A－C）

13,869,120年 度繰越収支差額（B－C）

（平成23年4月1日～平成24年3月31日）
（単位：円）

終 身 会 費 収 入

理 事 会 ・ 総 会 会 費 収 入

同 窓 生 の 集 い 収 入

総会・同窓生の集い収入

賛 助 会 費 収 入

受 取 利 息

寄 付 金 収 入

雑 収 入

当 年 度 収 入 合 計 （A）

前 年 度 繰 越 収 支 差 額

収 入 合 計 （B）

925,000

0

0

400,000

3,500,000

60,000

0
0

4,885,000

5,282,167

10,167,167

生 徒 募 集 費 補 助
就 職 対 策 費 補 助
部 活 動 奨 励 費
理 事 会 ・ 総 会 費
同 窓 生 の 集 い 収 入
総 会 ・ 同 窓 生 の 集 い 費
会 報 費
会 報 発 送 費
校 歌 祭 参 加 費
諸 行 事 祝 金
慶 弔 費
通 信 費
消 耗 品 費
賛 助 会 費 募 集 費
振 込 手 数 料
事 務 所 費
事 務 費
組 織 強 化 費
会 議 費
雑 費

周 年 行 事 積 立 金
交 通 費
予 備 費
基 金 繰 入 額

当 年 度 支 出 合 計 （ C ）

当年度収支差額（A）－（C）

次年度繰越収支差額（B）－（Ｃ）

200,000
80,000
550,000

0
0

400,000
460,000
800,000
200,000
80,000
50,000
150,000
350,000
150,000
50,000
800,000
300,000
50,000
200,000
50,000

300,000
100,000

0
0

5,320,000

△ 435,000

4,847,167

収　入　の　部 予　　　算 支　出　の　部 予　　　算

注）141,000,000×0.02÷２＝1,400,000（利率2.0％） 所得税額210,000及び地方税額70,000を引いた額 1,120,000が受取額となる。（６・12月）

�一商同窓会の活動は、皆様の賛助会費で運営されております。
�「都立一商同窓会」のホームページをご覧下さい。
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一
商
同
窓
会
事
務
局
　
専
用
電
話

0
3
（
3
2
9
1
）
3
1
2
8

今
年
３
月
11
日
午
前
10
時
、
母
校
で
第
88
回
卒

業
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
そ
の
４
時
間
20
数
分
後
、

東
北
地
方
で
Ｍ
９
、震
度
７
、
そ
し
て
原
発
事
故
付

き
と
い
う
日
本
史
上
未
曽
有
の
大
震
災
が
発
生
し

た
。
か
れ
ら
卒
業
生
に
と
っ
て
一
生
忘
れ
ら
れ
な

い
卒
業
式
に
な
っ
た
。
そ
の
約
４
カ
月
後
の
７
月

18
日
、
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
代
表
・
な
で
し
こ
ジ

ャ
パ
ン
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
優
勝
し
、
大
震
災

で
沈
み
き
っ
た
日
本
中
を
勇
気
づ
け
た
。
私
は
、

日
本
人
は
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
優
秀
で
あ
る
、

と
常
々
思
っ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
は
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
マ
ラ
ソ
ン
、
そ
し
て
フ
ィ
ギ
ア

ス
ケ
ー
ト
は
女
子
が
男
子
選
手
よ
り
先
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
世
界
の
文
化

史
的
に
見
て
も
、
紫
式
部
以
上
の
男
性
作
家
や
美

空
ひ
ば
り
以
上
の
男
性
歌
手
は
未
だ
に
出
現
し
て

い
な
い
。
母
校
同
窓
会
員
は
す
で
に
女
性
会
員
が

過
半
数
を
超
え
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
か
ら
優
秀

な
同
窓
会
役
員
が
出
現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま

な
い
。（
Ｉ
）

編
集
室
か
ら

は
ち
や
ま
　
第
四
十
五
号

平
成
二
十
三
年
九
月
一
日
発
行

編
　
集
　
同
窓
会
広
報
委
員
会

発
行
者
　
同
窓
会
会
長
　
大
槻
　
　
實

〒
１
０
０
│

０
０
４
８

東
京
都
千
代
田
区

神
田
司
町
二
│
一
七
│
五
　
上
田
司
町
ビ
ル

Ｅ
メ
ー
ル
　info@

isshou.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.isshou.jp/

印
刷
所
　
㈱
博
文
堂

第19回東京校歌祭で歌おう！ 10月1日（土）
於・日比谷公会堂

平
成
22
年
10
月
２
日
、
日
比
谷
公
会
堂

に
て
恒
例
の
第
18
回
東
京
校
歌
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

我
が
校
か
ら
は
百
名
に
近
い
人
数
が
参

加
し
、
御
蔭
様
で
参
加
校
の
中
で
も
人
数

は
上
位
の
部
に
入
り
ま
し
た
。
毎
年
、
恒

例
と
な
っ
た
校
歌
祭
が
皆
様
に
し
ん
と
う

し
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
（
第
19
回
）
も
日
比
谷
公
会
堂
の

舞
台
上
で
大
き
な
声
で
校
歌
を
熱
唱
し
、

一
商
生
で
あ
っ
た
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

み
ん
な
で
頑
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
で
懇
親
会

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
皆
様
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

一
、
日
　
時

平
成
二
十
三
年
十
月
一
日（
土
）

午
後
一
時
開
始

二
、
会
　
場
　
日
比
谷
公
会
堂

三
、
出
演
順
　
第
十
五
番
目

午
後
三
時
三
十
分
頃
の
出
演

と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
午
後

一
時
頃
か
ら
受
付
て
お
り
ま
す
。

当
日
も
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

四
、
リ
ハ
ー
サ
ル

二
十
三
年
九
月
二
十
四
日
（
土
）

午
後
一
時
〜
三
時

母
校
四
階
　
音
楽
室
（
参
加
さ
れ
る
方
は

な
る
べ
く
リ
ハ
ー
サ
ル
に
ご
参
加
下
さ
い
）

五
、
懇
親
会
会
場

ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
数
寄
屋
橋
本
店

電
話
　
３
５
７
２
│
３
８
４
８

会
費
　
４
、
０
０
０
円

都
立
一
商
同
窓
会
　
校
歌
祭
実
行
委
員
会

監
　
事
　
大
槻
　
　
實
（
30
期
）

委
　
員
　
浜
田
　
　
清
（
22
期
）

〃
　
　
菊
池
　
敏
郎
（
32
期
）

〃
　
　
中
林
　
雅
一
（
46
期
）

な
お
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
九
月
十
五
日
ま

で
に
実
行
委
員
会
宛
に
お
申
込
下
さ
い
。
皆
様

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

●
お
問
合
せ
先

下
記
の
同
窓
会
事
務
所
ま
で

�一商同窓会の活動は、皆様の賛助会費で運営されております。
�「都立一商同窓会」のホームページをご覧下さい。

９
月
よ
り
毎
週
水
、
木
、
金

13
時
〜
18
時

時
給
９
５
０
円
　
交
通
費
実
費

○
パ
ソ
コ
ン
処
理

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新

履
歴
書
送
付
し
て
下
さ
い
。

宛
先
　
同
窓
会
事
務
局

電
話
　
０
３
│

３
２
９
１
│

３
１
２
８

★
同
窓
会
事
務
局
員
募
集
★




